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１ １次関数ｙ＝ χ－２について，次の問に答えなさい。

（１）χの増加量が２のとき，ｙの増加量を求めなさい。

（２）χの値が６増加したとき，ｙの増加量と，変化の割合を求めなさい。

ｙの増加量 変化の割合

２ 次の１次関数のグラフをかきなさい。

（１）ｙ＝－２χ＋３ （２）ｙ＝ χ－４ （３）ｙ＝－ χ＋２

３ １次関数ｙ＝２χ＋１について，χの変域が－１≦χ≦３のときのｙの変域を求めなさい。

４ 次の条件を満たす１次関数（直線の式）を求めなさい。

（１）変化の割合が４で，χ＝－３のときｙ＝１である１次関数。

（２）傾きが－２で，点（４，３）を通る直線の式。

（３）２点（－２，－３ （１，３）を通る直線の式。），
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